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就業現場をパトロールする委員の皆さん

９月13日 曼珠沙華まつり準備中に、安全パトロ-ル（安全管理委員会）を実施しました。
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  会報 シルバーだより 第 41号 

 －２－  

  
５
月

25
日
（
金
）
13
時
30
分 

か
ら
槻
木
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

で
開
催
し
ま
し
た
。 

議
事
終
了
後
、
事
務
局
か
ら 

「
安
全
就
業
に
つ
い
て
」
説
明 

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

             

       

  

東船岡駅  
船岡駅  

貢
献
者
表
彰
の
皆
さ
ん 

平
成

30
年
度 

定
時
総
会
開
催 

センターでは 

屋外作業は、原則 

ヘルメット着用 

となっております 

頭部のケガは 致命傷に 

・段差ある作業 

・脚立・ハシゴ等使用した作業 

・足場が軟弱で滑る場所での作業 

・機械等を使用する作業 

常に危険が潜んでいます ※ヘルメットは 1,100 円  

事務局で斡旋販売しています。 

センター・船迫公民館  
槻木駅  
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米
沢 

高
畠 

 
上
杉
神
社
で
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
そ
の
後
は 

雨
も
上
が
り
楽
し
い
一
日
を
満
喫
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

高畠ワイナリーで記念撮影、参加者全員揃っているかな？ 

東
光
の
酒
蔵
を
見
学
、 

舌
な
め
ず
り
し
て
い
る
人 

だ
れ
？ 

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
説
明
を
真
面
目

に
聞
い
て
い
ま
す
。 

 ６月９日「多年にわたり高齢者の生きがいづく

りの場を提供され産業開発、経済の振興及び観光

の開発に貢献」したと、当センターが柴田町より

平成３０年度町政功労者として表彰されました。 

●しばた産業フェステバル 

 ◆10月 21日(日) 10:00～15:00 

 ◆船岡小学校校庭 

初出店です。是非お立ち寄り下さい。 

   

●年忘れ健康フェスタ 

 ◆12月 19日(水) 9:30～13:00 

 ◆船迫生涯学習センター 

  仙台大学の若者と一緒に 

     楽しみましょう！ 

 ◆参加費 ５００円 

 昼食と豪華賞品ありま～す？！ 
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平
成
30
年
度

 (
株)

五
十
嵐
商
会
柴
田
営
業
所 

(
株)
伊
藤
印
刷 

(

株)
オ
オ
エ
ダ
商
会 

(

合)

太
田
庸
善
商
店 

柏 

工 
房 

(

株)

銀
座
薬
局 

(

株)

サ
カ
モ
ト 

さ
く
ら
不
動
産 

(

協
業
組
合) 

柴
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
マ
ル
コ  

(

有)

柴
田
衛
生
社 

(

一
社)

柴
田
町
観
光
物
産
協
会 

柴
田
町
商
工
会 

仙
南
縫
製
所
ぬ
い
も
の
屋 

髙
橋
機
工(

株) 

(

有)

髙
橋
保
険
事
務
所 

(

有)

高
美
住
設 

玉
槻
商
店 

(

株)

大
善
製
作
所 

千
葉
農
機
具
店 

(

株)

登
勇
管
工
設
備 

(

有)

フ
ナ
ヤ
マ
総
業 

(

株)

丸
油 

(

有)

水
上
商
店 

み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合 

(

株)

宮
城
観
光
サ
ー
ビ
ス 

(

株)

安
田
商
行 

豊
屋
食
品
工
業(

株) 

和
光
技
研
工
業(

有) 

柴
田
郵
便
局 

槻
木
郵
便
局 

船
迫
郵
便
局 

  

1
班 

 

菅
野 

好
照 

２
班 

 

佐
々
木 

清 

４
班 

 

田
村 

憲
雄 

５
班 

 

木
村 

由
男 

 

〃 
 

大
和 

 

悟 

６
班 

 

太
田
す
み
子 

７
班 

 

宍
戸 

啓
道 

８
班 

 

新
妻 

裕
一 

〃 
 

村
木 

辰
夫 

〃 
 

郷
内 
 

励 

11
班    

山
本 

桂
一 

12
班 

  

鈴
木
美
恵
子 

13
班 
  

田
中
勇
四
郎 

〃    
田
中 

三
郎 

〃    
木
村 

 

博 

18
班   

小
池 
吉
雄 

20
班 

  

伴 
 

正
一 

 

〃 
 

玉
手 

好
夫 

 

私
の
楽
し
み 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

   
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
  

 

私
と
民
謡
の
出
会
い
は
、
白
石
市
に
あ

る
民
謡
会
々
員
で
あ
る
職
場
の
先
輩
か

ら
「
近
く
に
民
謡
教
室
が
出
来
る
の
で
入

会
し
民
謡
習
わ
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
、
以

前
か
ら
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
に
興
味
が
あ
っ

た
の
で
入
会
し
ま
し
た
。
民
謡
教
室
で
の

顔
ぶ
れ
を
見
た
ら
、
日
頃
仕
事
で
の
付
き

合
い
の
あ
る
人
達
で
安
堵
し
ま
し
た
。 

民
謡
は
鼻
唄
で
唄
っ
て
い
る
時
は
何

も
気
に
掛
け
な
か
っ
た
が
、
い
ざ
教
室
で

先
生
の
指
導
を
受
け
る
と
難
し
く
奥
が

深
い
と
思
い
ま
し
た
。
指
導
を
受
け
て
行

く
と
三
味
線
、
尺
八
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て

唄
う
事
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
大

変
！
何
故
か
？
そ
れ
は
自
分
の
唄
う
音

の
高
さ
で
あ
る
。
民
謡
で
は
寸
法
と
言
わ

れ
て
い
る
。
唄
え
る
唄
の
寸
法
を
全
部
覚

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
他
所

で
唄
う
時
に
必
要
な
の
で
す
。 

自
分
の
唄
と
し
て
何
曲
か
唄
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
し
民
謡
の
お
蔭
で
友

人
も
多
く
な
り
、
今
は
他
の
民
謡
団
体
の

発
表
会
を
友
人
と
一
緒
に
見
た
り
聞
い

た
り
、
テ
レ
ビ
の
民
謡
番
組
を
録
画
し
て

観
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

民
謡
は
心
の
故
郷
と
言
い
ま
す
が
本

当
に
良
い
も
の
で
す
。 

    

 

今
年
の
夏
は
大
豪
雨
、
大
型
台
風
、

大
地
震
と
、
た
て
続
け
に
各
地
で
大
き

な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
夏
で
し
た
。 

「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
忘
れ
る
」
と

言
い
ま
す
が
、
過
ご
し
や
す
い
季
節
に

な
り
、
夏
の
暑
さ
を
す
っ
か
り
忘
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
梅
雨
明
け
が

早
く
、
６
月
か
ら
30
度
を
超
す
真
夏

日
・
猛
暑
が
続
き
、
日
本
列
島
大
炎
上
。

毎
日
の
よ
う
に
、
熱
中
症
で
死
亡
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
そ
ん
な
中
、
我
ら
シ
ル
バ

ー
の
メ
ン
バ
ー
は
大
事
に
至
る
人
も

な
く
無
事
夏
を
乗
り
切
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
除
草
班
を
始
め
炎
天
下
で
作

業
さ
れ
た
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

「
無
理
せ
ず
、
頑
張
り
過
ぎ
ず
」
は

仕
事
寿
命
を
延
ば
す
コ
ツ
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

（
広
報
委
員 

 

坂
本 

和
巳
） 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

         

本
郷 

良
治 

嘱
託
職
員
佐
々
木
淳
二
さ
ん
が 

８
月
31
日
付
で
退
職
し
ま
し
た
。 

ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 




